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 10 例の対象者（男性 9 例、平均年齢 71.6±17.3 歳）で EMT を実施した。  
EMT 実施前後での各評価項目で有意な変化を認めたのはピークフロー、MEP であり（p
＜0.05）、MEP の変化度と各評価項目の変化度との関係においては、RSST でのみ有意な
相関関係を認めた（p＜0.05）。また、MEP の増加が 20％未満だった不変群と 20％以上だっ
た改善群とで比較したが、各評価項目で有意差は認めなかった。  
【考察】  
 嚥下障害患者に対する EMT 実施により、MEP およびピークフローの有意な増加を認め
たが、先行研究で言われているような肺活量や一秒量、CPF の有意な増加は認めなかった。
さらには、MEP と一秒量や CPF の変化度についても有意な関係は認めず、MEP の増加の
有無での比較検討でも有意差は認めなかった。これらは症例数が少なかったことも影響し
ている可能性があるため、今後もデータを蓄積しさらなる検討へつなげていきたい。  
 
